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and Kutel′a (2002)､ Heine and Kuteva(2005)などの文法化に関わる重要な研究が出版され
ている(文法化に関連した意味変化の研究としてTraugottandDasher2002も参照) o文










































strauss and Solln (1998)など両言語の文法化の対照研究がいくつか掲載されている亡･筆者
も､これまでに上記の論文集を中心として日韓語の文法化に関するいくつかの論文を発
















































(5)　kes( ｢こと､もの､の｣に対応)､ il( ｢こと｣に対応)､ tey( ｢ところ｣に対応),







caknyen kyewul-un chwu-wess-nullk O111ay-nun ettelnunclyO?
昨年　冬-は　寒い一過去-NUNT字Y　今年-は　どうでしょう
｢昨年の冬は寒かった三生む､今年はどうでしょうか｡｣
(C)搾詞】 > [終結語尾(終助詞) ]












垣-ita (推量(～だろう) ･当為(～すること(の)だ) )















































現在のところ､ (8)の例にあるようなcek-ta (書き記す)､ ssu-ta (書く)､ °en-hata (伝え
る)､ mal-hata (言う､伝える)､ selmyeng-llata (説明する)等の｢伝達動詞｣､または(9)
10
の例にあるようなilu-ta (着く､至る)､ ta1-hata (達する)等の｢到達動詞｣といった意
味的なクラスの動詞と-ko isstaが共起するときに見られるD　また､このような用法は新
聞の社説などのジャンルの文章において特に顕著に観察される｡.
(8)　kathun kwunin cl"ulsin-ulo anlitllici pwucangkwan-kwa twul-to epsnun
同じ　軍人　　出身-としてテ-ミテ-ジ副長官-と　　　　二人-も　無い
sa1-1-n khollin phawel kwukn"ucangkwan-un plmanglok-eyse ku-ey
関係である　コリン　パウエル国務長官-は　　　　備忘録-で　　　彼一に




(9)　wulinala-uy hyutayphon kaipcaswu一mun cinantal ma1-10
我が国-の　　携帯電話　　加入者数-は　　先月　　　末-で







































(13)  ( ｢時｣の前置詞) during,pending, ago, past
( ｢例外｣の前置詞) barring, exceptillg, excluding
( ｢話題/軌勘の前置詞) Concerning, considering, regarding, respectillg
また､ (12)(a)の経路を経て側置詞になった副動詞の中には､ (14)に示すように､ (12)(b)
の従属接続詞用法を獲得しているものが見られる(同上p.39) 0
(14)  (a) Considering [11er age], Slle has made excellent progress in her studies. (前置詞)
(b) CollSiderinB lthat she is rather young], she llaS made excellellt Progress in her
studies. (従属接続詞)






(15)  (a) (格助詞相当のもの) ～にあたって､ ～において､ ～について､ ～につき､
～につれて､ ～にとって､ ～にむかって､ ～によって､ ～に際して､ ～に対し
て､ ～に関して､ ～として､ ～とともに､ ～をめぐって､ ～をもって
12
(話題､観点を述べるもの) ～と(～から)いうと､ ～と(～から)いえば､
～とくれば､ ～となると､ ～となれば､ ～にかかったら､ ～を(～から､ ～で)
みると､ ～によると､ ～にしたがえば､ ～から(～に)すると､ ～をのぞけば
(b) (接続助詞相当のもの) ～ (する)にあたって､ ～ (する)にかかわりなく






















-eytayhaye仙a)′≦e ( ｢～に対して｣ )
-ら)′panhaye爪ayse ( ｢～に反して｣ )
-ultl10ngha)76/hayse ( ｢～を通じて｣ )
pwuthe (奪格｢～から､より｣に相当) (<pwuth (付けるトe)
hako (共格｢～と｣に相当) (< ha(する)-ko)
poko (｢～(人)に(告げる等)｣ ) (くpo(見る)-ko)
kaciko (共格｢～とともに｣ (<　kaci (持つ) -ko) )
(b) (副詞相当のもの)
cocha ( ｢～さえ｣) (くcoch(従う) -a)
mace　( ｢～さえも｣) ( <　macll (終える) -a)
(C) (動詞接辞､文末接辞相当のもの)
-keyss- (｢意思.未来･推量｣) (< -keyhay-ess- ((使役)させる-過去)
-ulkey (｢意図｣) (< -ulkesi-e(未来連体形-依存名詞-コピュラーe)
-canha (｢(相手-の)確認｣) (< -cianihay?(名詞化辞一否定-する))
韓国語においても､日本語と同様､副動詞に相当する動詞活用形から様々な機能語を
派生していることが分かる｡.このうち(18a)の格助詞相当の形式の中には｢-eykwan
haye/hayse｣ ( ｢～に関して｣ )のように､日本語の対応する形式とほぼ同一の構成のもの
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せば､次の例が示すように､ thさは｢～のですか｣ (または､その縮小形である｢の? ｣)という表現
が､ d毎は｢～のです｣という表現が得られるo

























(4)Ham-qua, aZ' cho n6　muon tiさn (the'/×day)? 2
昨日　　誰　-させる　彼借りる　金
(昨日､誰が彼にお金を貸したの? )






(7)Anhcho n6　mu叩　tiさn ba0-8716 (thC'/×day)?
君　-させる　彼借りる　金　いっ
(君はいっ彼にお金を貸したの? )





確認を表わす形式) , ma(説得や釈明の意味を表わす形式) , chd(相手の意見を否定したり､あ
る事柄を再確認したりする形式)と併用することが出来る｡例えば､
(9) Tan con d孟　Vさ　毎ノ　u･ ?　(CH)
タム子/あなた　-た　帰る　　確認を表す語
(タム､帰った迦? )　　　　　　　　(読)
(10)_0-hay･l Sao cac-Ong pha nha t6i?
驚きを表す語なぜあなた方　壊す家　私





(ll)_Jムcnay me-∽n may an cam phai-kh6ng ?
さっき　親子　　お前食べる　糠　-じゃないか
′
Gai guong cubi cai:
ガイ強いて　笑う　言い返す








村(1984) ､田野村(1990) ､国広(1992) ､野田(1997)などである｡その本質については､例えば､
田野村(1990:5)は次のように述べているo













(疑問文に使われる｢のだ｣ (前提を表わす｢のだ｣ ) )
(12)～(15)をベトナム語に訳せば､それぞれ(16)～(19)のような表現が得られる｡
(16)Ham-quat6i da nghi hoc, m bi dau dau.
昨日　　私-た　休む勉強　原因を表す語　被る痛い頭




(18) Chd-nhat, C6ng-tynghi viec. Th占-ma anh-Yoshida lai kh6ng ra
日曜日　会社　休む仕事-それなのに　吉田さん　意外を表す語-しない出る
-nh如　dien-thod. (払鮎一必　　anh-tadang c6-hen vdi c6-Y6ko (day).
受ける電話　　かもしれない彼　　最中デートする　と洋子さん












(Ham-trudct6i mdi mua may-lOC-nudc　毎).)
この前　　私-たばかりだ　買う　浄水器
























































(24)Anll dhg ndi †nhu-th占/thg).
あなたしないで言うそのように
(そんなに言わないで! )






場合には､ ｢のですか｣に対応するのは､ th抱､うよりもhay sao (th妙､うべきであろう4｡この
点に関しては､前掲の(1)､ (2)と(4)～(8)の各例も参照されたい｡
(26) _これ､おみやげです｡
(Day, qua cho anh day.)
ここ　お土産のため　あなた　ここ
ありがとうございます｡どこ-行ったんですか｡
(a,　　　qui-hoA qua･, Anll di　戯/ ve the,?)
喜び等を表す語有難い　なんとあなた行くどこ　帰る




(Day la anh chupntli PhかSr･)
これである写真　摂る　山　富士
富士山に登ったんですか｡











b.Ad丁 C6　biet　ai　ndi th∂　　　kh6ng ?
あなた有る　知る　誰言うそのように無い
(誰がそんなことを言ったか知っていますか｡ )


























































i baove(守る) cda(財産) C6ng(公共) ‥公共の財産を守る
ii sach(本) cda(の) t6i(私) : (私の本)
iii sach (本)cda(の/が) n6(彼) mua(買う) =彼の買う本
iv N6(彼) muon(借りる) cda(から) t6i(私) bacu6n(三冊) sach(本)･‥
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